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1．CDM-EXCEED工法
～次世代型大口径深層混合処理工法～
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1.1．CDM-EXCEED工法の特徴
① φ1,600mm×2軸の大口径施工
② 内圧緩和翼を標準装備した撹拌軸
③ 地盤特性に合わせたプロセス設計
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①φ1600×2軸の大口径施工

3.92m²/Set 4.02m²/Set

φ1000mm×2軸に対し
面積比2.6倍

施工体積比約2.0倍/h
の施工量が可能
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②内圧緩和翼を標準装備した撹拌軸

・地中内圧のスムーズな排出
・残留エアーの地表排出

↓二次的効果として
低変位施工が可能

内圧緩和翼

地中内圧,
圧縮空気の排出

内圧緩和翼に関する特許
特許第6198094号
特許第6274347号
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内圧緩和翼による排出状況（地中内圧・エアー）
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内圧緩和翼の二次的効果
地中内圧開放の二次的効果 ⇒ 低変位 平面図

155測点
56％

221測点
80％

全測点数276
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③地盤に合わせたプロセス設計
φ1600×2軸の大口径で施工

↓
撹拌効率が品質に影響

↓
撹拌効率向上・品質向上
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1.2．適用地盤

改良径

適 用 地 盤
打設長
（m）

粘性土 砂質土

適用範囲 最大値 適用範囲 最大値

φ1600mm×2軸 C≦60kN/m²
(N≦6)

C=80kN/m²
（N=8） N≦20 N=30 L≦25m

※１ 適用範囲：標準施工能力
※２ 最大値 ：施工能力が0.9に低下
※３ 地盤改良機135tｸﾗｽ使用時（25mより長い場合は継足し施工または160tｸﾗｽ使用）

※1 ※1※2 ※2

※3
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1.3．施工仕様

施工模式図

②貫入速度 ③先端処理 ④引抜速度

標準0.5m/分
(1.0m/分以下)

0.3m/分
～0.5m/分

標準1.5m/分
(2.0m/分以下)

標準施工サイクル

最低スラリー吐出量
最低ｽﾗﾘｰ
吐出量

(1軸当り)

最低セメント量（例）

水ｾﾒﾝﾄ比 貫入速度 最低ｾﾒﾝﾄ
添加量

150ℓ/分 120％ 0.5m/分 100㎏/m³

羽切り回数：350回/m以上
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2．CDM工法のICT施工
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ＣＤＭ工法のICT施工
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①ＣＤＭ施工機誘導システム CDM-Navigate
GNSS受信器
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②ＣＤＭ施工情報管理システム CDM-Si
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②ＣＤＭ施工情報管理システム CDM-Si
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②ＣＤＭ施工情報管理システム CDM-Si
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②ＣＤＭ施工情報管理システム CDM-Si
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新工法の紹介
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Ｎ．ロールコラム工法 (高圧噴射併用機械撹拌工法)
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●工法の概要
φ1400mmの撹拌翼先端に設けられた高圧ノズルから

超高圧の硬化材を噴射し、大口径の柱状改良体を造成する工法です。
機械撹拌改良径 φ1400mm
高圧噴射切削距離 500mm×2方向
標準準有効径 φ2400mm
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●標準施工仕様（貫入吐出の場合）
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●工法の特徴

高圧噴射を併用することにより従来は出来なかった 既設構造物とのラップ改良，改良体同士のラップ改
良 が可能となりました。
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標準施工仕様（貫入吐出）
速度 回転数

吐 出 量
高圧 低圧 合計

貫 入
（改良） 4.0分/m 10rpm 350ℓ/分

（45MPa） 100ℓ/分 450ℓ/分

適用土質 有効径 N値 最大深度 設計基準強度
砂質土

φ2400
N≦15

GL-20m※
3.0MN/m²

粘性土 N≦4 1.0MN/m²

標準適用土質

※カタログ上でのGI-130Cの最大深度
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●工法の特徴

25tクラスの改良機（GI-130C）を使用するため機動性が高く、
必要地耐力は大型施工機に比べ小さいのがメリットです。
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●工法の特長
N.ロールコラム工法は、従来の機械撹拌工法と比較して、次のような特長を有しています。
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ご清聴、ありがとうございました。
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